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予
算
や
権
限
を
自
己
増
殖
さ
せ
、
安
全
な
国
土
造
り
を
推
進
し
て
き
た
。
し
か
し
人
口
減
少
、
公

共
予
算
の
縮
減
に
直
面
し
、
国
全
体
が
「
新
し
き
国
の
在
り
方
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
新
し
き

政
権
に
は
、
省
庁
の
縦
割
り
の
弊
害
を
排

し
た
、
地
方
創
生
に
資
す
る
総
合
流
域
治

水
を
期
待
し
た
い
。

一
．
川
が
造
っ
た
日
本
列
島

　

日
本
列
島
の
原
型
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

の
北
西
沿
海
部
に
位
置
し
て
い
た
弧
状
列

島
で
あ
り
、
中
新
世
（
二
千
三
百
万
年
前

～
五
百
三
十
万
年
前
）
に
大
陸
と
の
間
に

日
本
海
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
後
、
大
陸
と

完
全
分
離
し
日
本
列
島
が
誕
生
し
た
。
陸

地
面
積
の
七
五
％
が
山
地
で
、
平
地
に
乏

し
い
。
大
部
分
は
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
気

候
（
温
暖
湿
潤
気
候
）
に
属
し
、
梅
雨
や

台
風
、
大
陸
か
ら
の
季
節
風
に
よ
る
豪
雪

な
ど
の
影
響
に
よ
り
侵
食
が
激
し
い
。
日

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
と
み
ら
れ
る
気
候
変
動
、
世
界
中
で
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
が
頻
発

し
て
い
る
。
水
に
関
し
て
言
え
ば
干
ば
つ
と
洪
水
被
害
で
あ
る
。
日
本
も
無
縁
で
は
な
い
、
二
〇

一
九
年
の
台
風
十
九
号
で
は
大
河
川
七
十
一
水
系
で
百
四
十
二
箇
所
が
破
堤
（
堤
防
が
決
壊
）
し

て
い
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
国
土
交
通
省
は
流
域
治
水
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ダ
ム
を
含
む
上
流
、
中

流
、
下
流
ご
と
に
洪
水
対
策
や
都
市
部
で
の
浸
水
対
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
ダ
ム
は
洪
水
対
策

の
目
玉
で
あ
る
が
、
最
近
、
大
洪
水
被
害
を
も
た
ら
す
線
状
降
水
帯
（
同
じ
場
所
に
停
滞
し
大
雨

を
降
ら
す
）
は
ダ
ム
の
下
流
側
で
も
頻
発
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
省
庁
を
超
え
た
総
合
的
な
流

域
治
水
が
急
務
で
あ
り
、
上
流
か
ら
下
流
ま
で
の
地
域
に
根
差
し
地
方
創
生
（
雇
用
と
新
産
業
創

出
）
に
役
立
つ
総
合
流
域
治
水
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

水
に
関
す
る
法
律
は
三
十
本
以
上
あ
り
、
各
省
庁
は
人
口
増
と
経
済
の
発
展
に
比
例
し
、
そ
の
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三
．
既
存
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
の
強
化
…
…
縦
割
り
行
政
の
弊
害
打
破

　

菅
官
房
長
官
の
自
民
党
総
裁
へ
の

出
馬
表
明
の
場
で
、
国
民
の
目
に
明

ら
か
に
な
っ
た
各
省
庁
の
縦
割
り
行

政
の
弊
害
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
「
既

存
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
」
で
あ
る
。

　

現
在
、
全
国
で
稼
働
し
て
い
る
ダ

ム
は
千
四
百
六
十
箇
所
で
、
約
百
八

十
億
㎥
の
有
効
貯
水
容
量
を
有
し
て

い
る
が
、
洪
水
調
節
の
た
め
の
貯
水

能
力
は
、
約
三
割
（
五
十
四
億
㎥
）

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
な
ぜ
、
三
割

し
か
活
用
さ
れ
て
な
か
っ
た
の
か
、

八
月
に
利
根
川
水
系
の
須
田
貝
（
す

だ
が
い
）
ダ
ム
を
視
察
し
た
後
、
菅

官
房
長
官
は
会
見
で
「
全
国
に
は
国

土
交
通
省
所
管
の
五
百
七
十
の
洪
水

本
列
島
の
脊
梁
山
脈
を
削
り
平
地
な
ど
を
造
っ
て
き
た
の
が
川
で
あ
る
。
川
と
言
え
ば
国
が
定
め

た
一
級
河
川
や
二
級
河
川
、
準
用
河
川
（
市
町
村
が
管
轄
）
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
毛
細
血
管
の

よ
う
な
普
通
河
川
を
含
め
、
日
本
に
は
三
万
五
千
本
を
超
え
る
河
川
が
存
在
し
、
そ
の
川
は
日
夜

た
ゆ
ま
な
く
日
本
列
島
を
削
り
地
形
を
造
っ
て
い
る
。
川
の
働
き
は
①
山
を
削
る
侵
食
作
用
、
②

削
っ
た
土
砂
を
運
ぶ
運
搬
作
用
、
③
そ
の
土
砂
が
た
ま
る
堆
積
作
用
で
、
我
々
の
前
に
現
れ
る
地

形
は
、
谷
底
平
野
、
河
岸
段
丘
、
扇
状
地
、
氾
濫
平
野
、
三
角
州
な
ど
が
、
そ
の
姿
で
あ
る
。

二
．
国
民
資
産
・
財
産
の
七
五
％
は
洪
水
氾
濫
想
定
区
域
に
存
在

　

氾
濫
平
野
の
中
で
も
河
川
水
位
よ
り
低
い
地
盤
の
所
は
「
洪
水
氾
濫
想
定
区
域
」
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
問
題
は
、
そ
の
「
洪
水
氾
濫
想
定
区
域
」
は
国
土
面
積
の
約
一
割
し
か
な
い
の
に
、
国

民
の
半
数
が
居
住
し
、
資
産
・
財
産
の
七
五
％
が
氾
濫
想
定
区
域
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

一
九
九
五
年
か
ら
の
二
十
年
間
で
氾
濫
想
定
区
域
内
の
世
帯
は
三
百
万
増
え
て
三
千
五
百
四
十
万

世
帯
に
な
っ
た
。
で
は
「
国
内
人
口
が
減
少
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
世
帯
数
が
増
え
る
の
か
」、

そ
の
理
由
は
核
家
族
世
帯
が
増
え
た
こ
と
で
あ
る
。
旧
市
街
地
で
は
地
価
が
高
く
、
大
規
模
開
発

が
難
し
い
が
、
氾
濫
想
定
区
域
は
平
地
で
比
較
的
地
価
が
安
く
、
手
ご
ろ
な
値
段
で
住
宅
を
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
半
面
、
こ
れ
ら
の
土
地
は
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
は
高
く
、
い
っ
た
ん
川
が

氾
濫
し
洪
水
災
害
に
あ
う
と
、
そ
の
復
旧
に
多
額
の
コ
ス
ト
と
時
間
が
か
か
る
の
で
あ
る
。
氾
濫

地
域
に
存
在
す
る
公
共
施
設
、
工
場
も
し
か
り
で
あ
る
。
洪
水
対
策
は
国
民
の
安
全
保
障
で
あ
る
。
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を
防
ぐ
た
め
の
多
目
的
ダ
ム
が
あ
る
が
、
経
済
産
業
省
（
発
電
用
ダ
ム
）
や
農
林
水
産
省
（
農
業

用
）
の
九
百
の
ダ
ム
は
こ
れ
ま
で
洪
水
対
策
に
使
わ
れ
て
な
か
っ
た
。
昨
年
の
台
風
十
九
号
を
き

っ
か
け
と
し
て
、
縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
排
除
し
て
、
こ
う
し
た
ダ
ム
の
水
量
を
洪
水
対
策
に
活

用
で
き
る
よ
う
に
見
直
し
を
行
っ
た
。
す
で
に
、
約
百
の
国
が
管
理
す
る
一
級
水
系
に
つ
い
て
調

整
を
終
え
た
。〈
中
略
〉
今
後
は
全
国
で
約
三
百
五
十
の
都
道
府
県
の
管
理
の
二
級
水
系
に
あ
る

ダ
ム
に
つ
い
て
も
同
様
の
見
直
し
を
進
め
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

筆
者
は
平
成
二
十
五
年
「
水
の
安
全
保
障
」
に
つ
い
て
、「
水
問
題
解
決
は
国
の
根
幹
で
あ
る
」

と
主
張
し
、「
省
庁
の
縦
割
り
弊
害
の
打
破
を
目
指
し
た
、
故
中
川
昭
一
財
務
金
融
大
臣
の
意
思
」

を
受
け
継
い
だ
、
中
川
郁
子
衆
議
院
議
員
（
当
時
）
に
同
行
し
、
菅
官
房
長
官
と
総
理
官
邸
で
面

談
し
た
が
、
多
忙
に
も
関
わ
ら
ず
長
官
は
説
明
資
料
に
深
く
目
を
通
し
「
国
と
し
て
水
行
政
の
姿

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
！
」
鋭
い
質
問
を
受
け
た
こ
と
を
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
る
。

四
．
国
民
の
命
を
守
る
上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
も
危
な
い

　

全
国
の
主
要
浄
水
場
（
三
千
五
百
二
十
一
箇
所
）
の
三
七
％
に
自
家
発
電
設
備
が
な
く
、
五
百

七
十
八
箇
所
（
全
体
の
二
二
％
）
の
浄
水
場
は
浸
水
想
定
区
域
に
存
在
し
、
そ
の
七
割
は
防
水
扉

や
電
気
設
備
へ
の
耐
水
対
策
が
と
ら
れ
て
い
な
い
。（
厚
生
労
働
省
調
べ
、
平
成
三
十
年
）

　

最
近
の
事
例
で
は
、
雨
台
風
と
言
わ
れ
た
台
風
十
九
号
（
二
〇
一
九
年
十
月
）
で
は
、
福
島
、

茨
城
な
ど
三
県
六
市
町
の
浄
水
場
十
箇
所
が
浸
水
し
、
最
大
十
六
万
三
千
二
百
四
十
三
戸
が
断
水

被
害
を
受
け
た
。

　

ま
た
内
水
氾
濫
を
防
ぐ
役
目
を
果
た
す
下
水
処
理
場
も
危
な
い
。
全
国
の
下
水
処
理
場
（
約
二

千
二
百
箇
所
）
の
う
ち
約
五
割
、
下
水
や
雨
水
を
送
る
ポ
ン
プ
場
の
約
七
割
は
浸
水
想
定
区
域
に

建
設
さ
れ
て
い
る
。
国
土
交
通
省
の
指
針
で
は
、
早
急
に
浸
水
対
策
を
進
め
る
よ
う
に
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
浸
水
想
定
区
域
に
立
地
し
て
い
る
施
設
の
う
ち
、
耐
水
化
や
侵
入
水
を
排
除
す
る

「
揚
水
機
能
が
確
保
」
さ
れ
て
い
る
施
設
は
、
処
理
場
が
四
〇
％
、
ポ
ン
プ
場
は
四
五
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。（
国
土
交
通
省
調
べ
・
令
和
元
年
）

　

新
政
権
は
一
刻
も
早
く
、
水
イ
ン
フ
ラ
の
強
靱
化
に
取
組
む
べ
き
で
あ
る
。

五
．
持
続
可
能
な
社
会
実
現
の
為
の
水
行
政
と
は

　

水
に
関
す
る
法
律
は
約
三
十
以
上
あ
り
、
水
道
は
厚
労
省
、
河
川
と
下
水
道
は
国
交
省
、
工
業

用
水
は
経
産
省
、
し
尿
と
ご
み
処
理
、
環
境
規
制
は
環
境
省
、
農
業
用
水
と
農
村
集
落
排
水
事
業

は
農
水
省
と
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
人
口
減
少
化
に
お
け
る
水
行
政
の
在
り
方
は
、
省
庁
の
壁
を

越
え
る
横
断
的
な
対
策
が
急
務
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
総
合
的
な
る
流
域
治
水
は
極
め
て
重

要
で
あ
り
、
新
政
権
に
は
食
糧
の
安
全
保
障
、
地
方
創
生
（
雇
用
と
新
産
業
創
出
）、
環
境
保
全

な
ど
を
含
む
総
合
流
域
治
水
の
推
進
に
期
待
し
て
い
る
。
地
方
創
生
に
資
す
る
流
域
治
水
の
詳
細

に
つ
い
て
は
次
号
で
述
べ
た
い
。
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